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      平方 智子 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 
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論文の要旨及び判定理由 

【背景と目的】 
18
F-Fluorodeoxyglucose (

18
F-FDG) positron emission tomograpy (PET) は、細胞のブドウ糖代謝

を反映し癌細胞の活性評価に有効である。本研究は乳癌術前化学療法におけるDocetaxel単剤

の治療効果を、治療前と治療1コース後のSUVmax変化率と4コース終了後の腫瘍径変化の関連

性によって明らかにすることを目的とした。 

【対象と方法】 

 対象は2007年08月から 2010年12月までのT1-T4, N0-N3, M0の女性乳癌患者37例である。治

療前に超音波ガイド下針生検を行い、組織型やバイオマーカーであるestrogen receptor (ER), 

progesterone receptor (PgR), HER2を確認した。全例Docetaxel (70 –75 mg/m
2
)を4コース施行した。

18
F-FDG-PETの評価はmaximum standardized uptake value (SUVmax) を用いて行った。腫瘍径は造

影MRIで測定し、評価はResponse Evaluation Criteria In Solid Tumors (RECIST)を用いた。治療前

とDocetaxel 1コース後（Docetaxel投与後2週間）のSUVmax変化率と、治療前とDocetaxel 4コ

ース後のMRI画像上の腫瘍縮小率の相関を検討した。 

【結果】 

治療前とDocetaxel 1コース後のSUVmax変化率と、治療前とDocetaxel 4コース後のMRI画像

上の腫瘍縮小率に有意な相関が認められた(r = 0.746, P <0.001)。SUVmax 減少率18%未満の 8例

はstable disease (cSD)であった。SUVmax 減少率45%以上の症例はcPRとcCRであった。 

【考察】 

DTX 1コース投与後のSUVmaxの低下率は、抗腫瘍効果とよく相関していた。4コース投与後

の抗腫瘍効果を、このSUVmaxの低下率で予測できる可能性が示唆された。 

【結論】 

  乳癌術前化学療法においてDocetaxel 1コース後のSUVmax変化率は、抗腫瘍効果と相関してい

た。よってSUVmax変化率が18%未満の場合には、Docetaxel治療抵抗性の可能性がある。 

 

 本論文は乳癌術前化学療法治療効果早期判定における18
F-FDG-PETの有用性について明らかと 

したものであり、博士（医学）の学位に値するものと判定した。              

                         （平成26年02月06日） 
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最終試験の結果の要旨  

 

乳癌術前化学療法における18
F-FDG-PETの有用性について、また乳癌術前化学療法の現況につい

て試問し満足すべき解答を得た。 

 

                                 （平成26年02月06日） 
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学位論文審査委員会報告書 

 

1 氏  名  平方 智子 

 

1 主論文 

   Early Predictive Value of Non-Response to Docetaxel in Neoadjuvant  

Chemotherapy in Breast Cancer Using 
18
F-FDG-PET 

     (18F-FDG-PETを用いた乳癌術前化学療法ドセタキセルに対する早期治効果予測） 

 

   

 

 平成26年02月06日審査委員会を開き主題の論文につき審査の結果、合格と判定議決しました 

ので報告します 
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